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東南アジア史の枠組み東南アジア史の枠組み

交易の時代（交易の時代（1616～～1717世紀中頃）世紀中頃）

日本軍政期（日本軍政期（19411941～～4545年）年）

ASEANASEAN（（19671967年～）年～）

初期国家（初期国家（11～～55世紀頃）世紀頃）

２世紀頃の
東南アジア

～初期国家の形成～

２世紀頃の
東南アジア

～初期国家の形成～

オケオ

交趾

前漢

扶南

林邑（チャンパ）

５世紀頃の
東南アジア

～インド化された国家の出現～

５世紀頃の
東南アジア

～インド化された国家の出現～

南北朝時代

扶南

チャンパ

タールマー国 クタイ

８世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

８世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

唐

チャンパ

真臘

ドヴァーラヴァティー

驃（ピュー）

義浄（7世紀）

シュリーヴィジャヤ

シャイレーンドラ

パレンバン

マラユ
（ジャンビ）

11~12世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

11~12世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

宋

占城（チャンパ）アンコール

パガン 李朝大越

三仏斉

クディリ

アンコール

15世紀頃の
東南アジア

～上座仏教とイスラームの影響～

15世紀頃の
東南アジア

～上座仏教とイスラームの影響～

明

チャンパ
カンボジア

黎朝大越

アユタヤ

アユタヤ

スペインの到来（16世紀）

マジャパヒト

マラッカ

マジャパヒト
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インド系文字の伝播と普及

クメール文字 ビルマ文字

東南アジアにおける南インド系ブラーフミー文字taの変遷
ジャワ文字

ベトナム
◦ 南越（前3世紀）

◦ 林邑（2世紀末～）

◦ →安南

カンボジアカンボジア
◦ 扶南（1～7世紀後半）

◦ オケオ遺跡

◦ →真臘（6世紀頃～）

島嶼部
◦ シャイレーンドラ（8～9世紀）

◦ シュリーヴィジャヤ(7世紀後半～11世紀）

◦ クディリ（11世紀中～13世紀）

◦ マジャパヒト（13世紀末～16世紀前半）（ 世紀末 世紀前半）

大陸部
◦ アンコール（9～15世紀）

◦ チャンパー（7世紀末～14世紀最盛期～）

インド系文字（南インド系ブラーフミー文字）

サンスクリット語彙

ヒンドゥー教、大乗仏教

ラーマーヤナ、マハーバーラタ

権思想 世界観 歴史観王権思想、世界観、歴史観

建築、美術

文字：タイ、ラオス、カンボジア、ミャンマーの公用文字

語彙：ナーガラ（国）、ラージャ（王）

文学・芸能：ラーマーヤナ

国民国家の象徴：

12～13世紀の海上交易ルート

宋代の東南アジアの諸王国：三仏斉、クディリ、クメール、チャンパ

三仏斉

三仏斉



東南アジア古典文化論 

日付： 氏名： 学生番号：  

 
ビデオを見る前に書いてください。 
1. イスラームと聞いて連想する特徴 
 
 
2. 仏教と聞いて連想する特徴 
 
 
3. ヒンドゥー教と聞いて連想する特徴 
 
 
4. 精霊信仰と聞いて連想する特徴 
 
 
 
NHK 特集「アジアの古都：ジョグジャカルタ」（2002 年放映 50 分） 
ビデオを見ながら以下の設問に答えなさい。 
1. イスラームの要素と思った事柄があれば書き留めてください。 
 
 
 
2. イスラームというよりはインド的要素（ヒンドゥー教または仏教）と思った事柄があれば書き

留めてください。 
 
 
 
3. イスラームやヒンドゥー教または仏教というよりは土着の信仰だと思った事柄があれば書き

留めてください 
 
 
 
4. そのほかビデオを見て感じたこと疑問に思ったことを書いてください。 
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